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申請期限を過ぎてしまうと
特別定額給付金を受給することができません！

※期限までに申請をお忘れなく！

申請期限は
令和２年８月２１日（金）まで

※郵送による申請は当日消印有効

問合せ　福祉課 特別定額給付金班　☎６２－５０４５

　

マ
ス
ク
を
着
け
る
と
皮
膚
か
ら
の
熱
が
逃

げ
に
く
く
な
っ
た
り
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に

脱
水
に
な
る
な
ど
、
体
温
調
整
が
し
づ
ら
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
暑
さ
を
避
け
、
水
分

を
摂
る
な
ど
の
「
熱
中
症
予
防
」
と
、マ
ス
ク
、

換
気
な
ど
の
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
両
立

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

屋
外
で
人
と
２
m
以
上
離
れ
て
い
る
と
き
は
、

熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に
マ
ス
ク
を
は
ず
し
ま

し
ょ
う

　

マ
ス
ク
は
飛
沫
の
拡
散
予
防
に
有
効
で
、

「
新
し
い
生
活
様
式
」
で
も
一
人
ひ
と
り
の
基

本
的
な
感
染
対
策
と
し
て
着
用
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て

い
な
い
場
合
と
比
べ
る
と
、
心
拍
数
や
呼
吸

数
、
血
中
二
酸
化
炭
素
濃
度
、
体
感
温
度
が

上
昇
す
る
な
ど
、
身
体
に
負
担
が
か
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
高
温
や
多
湿
と
い
っ
た
環

境
下
で
の
マ
ス
ク
着
用
は
、
熱
中
症
の
リ
ス

ク
が
高
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
屋
外

で
人
と
十
分
な
距
離
（
少
な
く
と
も
２
m
以

上
）
が
確
保
で
き
る
場
合
に
は
、
マ
ス
ク
を

は
ず
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
場
合
に
は
、
強
い
負

荷
の
作
業
や
運
動
は
避
け
、
の
ど
が
渇
い
て

い
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
周
囲
の
人
と
の
距
離
を

十
分
に
と
れ
る
場
所
で
、
マ
ス
ク
を
一
時
的

に
は
ず
し
て
休
憩
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

外
出
時
は
暑
い
日
や
時
間
帯
を
避
け
、
涼

し
い
服
装
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

エ
ア
コ
ン
使
用
中
も

こ
ま
め
に
換
気
を
し
ま
し
ょ
う

　

熱
中
症
予
防
の
た
め
に
は
エ
ア
コ
ン
の
活

用
が
有
効
で
す
。
た
だ
し
、
一
般
的
な
家
庭

用
エ
ア
コ
ン
は
、
空
気
を
循
環
さ
せ
る
だ
け

で
換
気
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
に
は
、
冷
房
時
で
も

窓
開
放
や
換
気
扇
に
よ
っ
て
換
気
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
換
気
に
よ
り
室
内
温
度
が

高
く
な
り
が
ち
な
の
で
、
エ
ア
コ
ン
の
温
度

設
定
を
下
げ
る
な
ど
の
調
整
を
し
ま
し
ょ
う
。

マ
ス
ク
・
換
気
な
ど
の「
新
し
い
生
活
様
式
」と

「
熱
中
症
予
防
」を
両
立
さ
せ
ま
し
ょ
う

申請期限が間近です！
特別定額給付金（1人につき10万円）の
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い
す
み
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第
２
・
第
３
波
対
策
と

し
て
、
国
の
防
疫
基
準
に
準
拠
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
室
を
設
置
し
、
夷
隅
医
師
会
の
協
力
を

得
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
核
酸
検
出
検

査
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
）
を
実
施
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
検
体
採
取
に
つ
い
て
は
、

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
に
て
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
必
要
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
住
民
の
方
が
早
期
に
検
査

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
治
療
・
療
養
が

必
要
か
ど
う
か
を
確
実
に
見
極
め
て
い
き
ま

す
。
な
お
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
室
に
直
接
来
ら
れ

て
も
検
査
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

集
合
注
射
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

る
緊
急
事
態
宣
言
の
為
、
延
期
と
し
て
お
り

ま
し
た
今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
は
、

秋
ご
ろ
の
予
定
で
現
在
調
整
中
で
す
。
詳
細

が
決
定
次
第
、
犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ま
に
個

別
通
知
す
る
と
と
も
に
、勝
浦
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

集
合
注
射
で
の
接
種
を
予
定
さ
れ
て
い
た
方

に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

動
物
病
院
で
の
注
射
に
つ
い
て

　

個
別
に
動
物
病
院
で
の
予
防
注
射
を
予
定

し
て
い
る
方
は
、
動
物
病
院
内
で
の
混
雑
な

ど
を
避
け
る
た
め
、
必
ず
予
約
の
電
話
を
し

て
か
ら
受
診
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

い
す
み
医
療
セ
ン
タ
ー
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
室
が
完
成
し
ま
し
た

検
査
の
流
れ

①
発
熱
や
風
邪
の
症
状
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

事
前
に
か
か
り
つ
け
医
へ
電
話
で
相
談
し

ま
す
。

②
か
か
り
つ
け
医
よ
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
か
か
り
つ
け
医

か
ら
い
す
み
医
療
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

室
に
検
査
を
予
約
し
ま
す
。（
完
全
予
約
制
）

③
予
約
後
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら
受
診
予
約

票
が
渡
さ
れ
ま
す
の
で
、
受
診
予
約
票
に

記
載
さ
れ
た
予
約
日
時
に
検
査
場
所
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

④
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
に
よ
り
自
動
車
に

乗
っ
た
ま
ま
で
、
医
師
が
車
外
か
ら
検
体

を
採
取
し
ま
す
。
検
査
結
果
は
、
１
時
間

程
度
で
判
明
し
ま
す
。
検
査
結
果
判
明
後

は
、
い
す
み
医
療
セ
ン
タ
ー
の
医
師
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

い
す
み
医
療
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

☎
86

－

２
３
１
１

動
物
病
院
で
の
接
種
後
、
市
役
所
で
手
続
き

が
必
要
で
す

手
続
き
に
必
要
な
物

①
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
（
予
防
注
射
を
し

た
獣
医
師
が
発
行
）

②
注
射
済
票
交
付
手
数
料　

５
５
０
円

③
市
役
所
が
送
付
し
た
「
令
和
２
年
度
畜
犬

登
録
お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら

せ
（
問
診
票
）」

※
③
が
な
い
場
合
は
、
窓
口
で
申
請
書
へ
の

記
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施
期
間
は
、
毎
年

４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
と
さ
れ
て
い

ま
す（
狂
犬
病
予
防
法
施
行
規
則
第
11
条
）が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
防

止
の
た
め
、
令
和
２
年
度
は
実
施
期
間
を
12

月
31
日
ま
で
延
長
す
る
厚
生
労
働
省
令
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
に
つ
い
て
は
、

「
３
つ
の
密
」
の
回
避
や
、「
人
と
人
と
の
距

離
の
確
保
」「
マ
ス
ク
の
着
用
」「
手
洗
い
」

を
は
じ
め
と
し
た
基
本
的
な
感
染
対
策
を
し

て
い
た
だ
き
、
集
合
注
射
会
場
や
動
物
病
院

の
待
合
室
な
ど
で
集
団
感
染
が
生
じ
な
い
よ

う
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
基
づ
く
行
動
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

生
活
環
境
課
生
活
環
境
係　

　
　
　
　

☎
73

－

６
６
３
９

集
合
注
射
は
秋
頃
の
予
定

令
和
２
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

陰圧検査室内部

陰圧検査室外部
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職　種 受　験　資　格 採用予定人員

一般行政職
（上　級）

平成 2 年 4 月 2 日から平成 11 年 4 月 1 日までに生まれた人（学歴を問わない）または
平成 11 年 4 月 2 日以降に生まれ、学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）を卒業
した（または令和 3 年 3 月までに卒業見込みの）人

若干名

保 育 士 平成 4 年 4 月 2 日から平成 13 年 4 月 1 日までに生まれた人で、保育士及び幼稚園教諭
の資格を有する（または令和 3 年春季までに資格取得見込みの）人 若干名

▽職種・受験資格など

勝
浦
市
市
職
員
募
集
! !

勝
浦
市
市
職
員
募
集
! !

（
令
和
３
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

（
令
和
３
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

試
験
日　

９
月
20
日
㈰

会
　
場

　

勝
浦
市
役
所

受
付
期
間

　

７
月
27
日
㈪
～
８
月
11
日
㈫

  

（
土
日
、
祝
日
を
除
く
８
時
30
分
か
ら

17
時
15
分
ま
で
受
付
）

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
８
月
11
日

㈫
消
印
有
効

申
込
書
の
配
布

　

７
月
10
日
㈮
か
ら
配
布
し
ま
す
。

	

申
込
書
の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
試
験
申
込
書
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の

返
信
用
封
筒
に
宛
先
を
記
入
の
う

え
、
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
て
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

総
務
課
職
員
係

　

〒
２
９
９

－
５
２
９
２

　

勝
浦
市
新
官
１
３
４
３
番
地
の
１	

　

☎
73

－

６
６
４
３	
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HP

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な

る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予

制
度
（
50
歳
未
満
）
」
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
将
来
の
「
老
齢
基
礎
年
金
」
や
、
障

害
・
死
亡
と
い
っ
た
不
測
の
事
態
が
生
じ

た
と
き
の
「
障
害
基
礎
年
金
」
・
「
遺
族

基
礎
年
金
」
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
・
猶
予
の
申
請
は
、
申
請
日
か
ら

２
年
１
カ
月
前
の
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）
制
度

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
全

額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除
。

※
一
部
免
除
は
、
減
額
さ
れ
た
保
険
料
を

納
め
な
い
と
未
納
期
間
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

▽
納
付
猶
予
制
度

50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、
配
偶
者
そ

れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
全
額
猶
予
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号

の
わ
か
る
も
の

②
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の

③
印
鑑

※
失
業
な
ど
で
申
請
を
行
う
方
は
、
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票
な
ど
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

 

（
注
１
、
２
）
保
険
料
を
全
額
納
め
た
場

合
と
比
べ
て
、
受
け
取
る
年
金
額
の
割

合
は
以
下
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

【
平
成
21
年
４
月
以
降
の
免
除
期
間
】

・
全
額
免
除
の
場
合
：
２
分
の
１

・
４
分
の
３
免
除
の
場
合
：
８
分
の
５

・
半
額
免
除
の
場
合
：
４
分
の
３

・
４
分
の
１
免
除
の
場
合
：
８
分
の
７

 

（
注
２
）「
一
部
免
除
」
に
つ
い
て
は
、
減

額
さ
れ
た
保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
２

年
を
越
え
る
と
、
時
効
に
よ
り
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
免
除
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
申
出
に
よ
り
保
険
料

を
あ
と
か
ら
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
追
納
す
る
対
象

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年

度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合

に
は
、
当
時
の
保
険
料
に
経
過
期
間
に

応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

▽
申
請
場
所

　

市
民
課　

国
保
年
金
係

・
申
請
書
な
ど
を
直
接
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
で
き
る
限
り
郵
送
に
よ
る
手
続
き

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
入
し
て
申
請
書
を
郵

送
す
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
表
・
裏
両
面
ま
た
は
①
お
よ
び
②

の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類

　

個
人
番
号
の
表
示
が
あ
る
住
民
票
の
写

し
、
通
知
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
に
記

載
さ
れ
た
氏
名
、
住
所
な
ど
が
住
民
票

に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
と
一
致
し
て

い
る
場
合
に
限
り
ま
す
）

②
身
元
（
実
存
）
確
認
書
類　

　

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
在
留

カ
ー
ド
な
ど

・
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申

請
書
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w

w
.nenkin.go.jp/

▽
問
合
せ

　

市
民
課
国
保
年
金
係

　

☎
73

－

６
６
１
１

　

千
葉
年
金
事
務
所　

　

☎
０
４
３

－

２
４
２

－

６
３
２
０

国
民
年
金
保
険
料
が
納
付
で
き
な
い
と
き
は

「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
」の
申
請
を

区　分 納　付 全額免除 一部免除 納付猶予
（学生納付特例） 未　納

老齢・障害・遺族基
礎年金の受給資格期
間に…

含まれる 含まれる 含まれる 含まれる 含まれない

老齢基礎年金の年金
額に ･･･ 計算される 計算される

（注１）
計算される
（注２） 計算されない 計算されない

「納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と「未納」の違い
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Fax

　市では、離職や廃業および本人の責に帰すべき理由によらず就業機会が減少した場合などで、住居を喪失
したまたは喪失するおそれのある方に対して、家賃相当額を支給することにより、住居および就労機会の確
保に向けた支援を行っています。

支 給 額　下記を上限として収入に応じて調整された額を支給
　　　　　１人世帯　　　　37,200 円　　２人世帯　45,000 円
　　　　　３人～５人世帯　48,400 円　　６人世帯　52,000 円
　　　　　７人以上の世帯　58,100 円
支給期間　３カ月（一定の条件により３カ月を限度に２回まで延長可能）
支給方法　貸主、不動産媒介業者などへの代理納付により支給
支給要件　離職から２年以内、または、本人の責に帰すべき理由によらず就労機会が減少し離職などと同程

度の状態にある方で、経済的に困窮し住居喪失または住居喪失のおそれのある方。（そのほか、一
定の収入、資産要件などがあります。）

添付書類　本人確認書類（免許証、保険証など）　離職関係書類（離職票など）
　　　　　収入関係書類（給与明細、帳簿など）　賃貸借契約書の写し
　　　　　金融資産関係書類（通帳の写しなど）　など

申請・相談窓口　ＮＰＯ法人　長生・夷隅地域のくらしを支える会　夷隅ひなた
　　　　　　　　☎０４７０－６４－６３８０

　

勝
浦
市
で
は
令
和
元
年
台
風
15
号
か
ら
の

一
連
の
風
雨
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
住
宅
を

修
繕
す
る
方
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て

お
り
ま
す
。

▽
補
助
対
象
者

　

勝
浦
市
内
の
対
象
と
な
る
住
宅
に
居
住

し
て
い
る
方

　

 ▽
対
象
と
な
る
住
宅

①
勝
浦
市
内
に
あ
る
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅

（
店
舗
、
事
務
所
な
ど
と
併
用
し
て
い
る
住

宅
）

②
所
有
者
が
被
災
時
に
日
常
的
に
居
住
し
て

い
る
住
宅

③
台
風
15
号
で
住
家
被
害
を
受
け
罹り

災さ
い

証
明

に
よ
り
「
一
部
損
壊
」
ま
た
は
「
半
壊
」

と
判
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

▽
対
象
と
な
る
工
事

①
台
風
15
号
で
被
災
し
た
住
宅
の
日
常
生
活

に
最
低
限
必
要
な
部
分
の
修
繕
工
事
で
あ

る
こ
と

②
工
事
費
が
10
万
円
（
消
費
税
込
）
以
上
で

あ
る
こ
と

※
併
用
住
宅
に
つ
い
て
は
居
住
部
分
の
修
繕

工
事
の
費
用
が
10
万
円
以
上
の
も
の
と
し

ま
す 被

災
住
宅
緊
急
支
援
事
業
補
助
金
の
受
付
を

令
和
２
年
12
月
25
日
で
締
め
切
り
ま
す

▽
補
助
金
の
額

　
　

工
事
費
の
20
％
で
50
万
円
を
限
度
と
し

ま
す

※
１
世
帯
（
同
居
２
世
帯
も
１
世
帯
と
し
ま

す
）
に
つ
き
１
回
の
交
付
で
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
書
類

①
申
込
書　

②
被
害
の
わ
か
る
写
真

③
罹
災
証
明
書

④
資
力
に
係
る
申
出
書

⑤
修
理
業
者
か
ら
の
「
耐
震
性
の
向
上
に
資

す
る
補
修
確
認
書
」　

⑥
修
理
業
者
か
ら
の
見
積
書

▽
申
請
場
所　

都
市
建
設
課
窓
口

　

本
事
業
は
令
和
３
年
３
月
末
を
も
っ
て

終
了
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
申
請

期
間
は
令
和
２
年
12
月
25
日
で
締
め
切
り

ま
す
。
申
請
の
前
に
ま
ず
は
罹
災
証
明
書

と
被
害
の
写
真
を
ご
持
参
の
う
え
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

都
市
建
設
課　

都
市
計
画
係

　

☎
73

−

６
６
２
７

　
　

73

−

８
７
８
８

住居確保給付金の支給について
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浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
た
め
、
放
流
水
の
水
質
悪
化
や
悪
臭

が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

浄
化
槽
の
使
用
者
に
は
、
浄
化
槽
を
常
に
良

好
な
状
態
に
保
つ
た
め
、「
定
期
的
な
保
守
点

検
」・「
清
掃
」・「
法
定
検
査
」
を
行
う
義
務

が
あ
り
ま
す
。
浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清
掃
・

法
定
検
査
を
定
期
的
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

保
守
点
検
（
浄
化
槽
法
第
10
条
）

　

保
守
点
検
は
、
浄
化
槽
の
点
検
・
修
理
、

ス
カ
ム
（
汚
泥
が
自
ら
発
生
し
た
気
体
を
含

ん
で
軽
く
な
り
、
水
面
に
浮
上
し
た
も
の
）

や
汚
泥
の
状
況
確
認
、
消
毒
剤
の
補
充
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

処
理
方
式
に
よ
り
、
毎
年
決
め
ら
れ
た
回

数
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
専
門

的
な
知
識
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
千
葉

県
の
登
録
を
受
け
た
保
守
点
検
業
者
に
委
託

し
て
く
だ
さ
い
。

　

清
掃
（
浄
化
槽
法
第
10
条
）

　

浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
な
ど
を
抜
き

取
る
作
業
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
市

の
許
可
を
受
け
た
浄
化
槽
清
掃
業
者
が
行
い

ま
す
の
で
許
可
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
清
掃
回
数
は
年
１
回
以
上
が
原
則

と
な
り
ま
す
が
浄
化
槽
の
方
式
、
使
用
頻
度

　

市
で
は
、
海
や
河
川
の
水
質
汚
濁
を

防
止
す
る
た
め
、
自
ら
居
住
し
、
ま
た

は
居
住
し
よ
う
と
す
る
住
宅
の
既
設
単

独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
、
く
み
取
り
式

便
所
を
「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
に
設
置

替
え
す
る
方
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内

で
設
置
お
よ
び
撤
去
な
ど
の
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

※
工
事
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

※
補
助
基
数
に
限
度
が
あ
り
ま
す
の
で

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
電
話
で
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
勝

浦
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

申
請
・
問
合
せ

　

生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

　

☎
73

−

６
６
３
９

適
切
な
維
持
管
理
が
必
要
で
す
！

浄
化
槽
の
清
掃
・
点
検
・
法
定
検
査
は

行
っ
て
い
ま
す
か
？

な
ど
に
よ
っ
て
汚
泥
な
ど
の
溜
ま
り
具
合
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
清
掃
時
期
に
つ
い
て
は

保
守
点
検
業
者
か
ら
の
助
言
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

法
定
検
査
（
浄
化
槽
法
第
７
条
・
第
11
条
）

　

浄
化
槽
が
正
し
く
機
能
し
て
い
る
か
ど
う

か
、
使
用
開
始
後
お
よ
び
１
年
ご
と
に
実
施

す
る
も
の
で
す
。

７
条
検
査　

浄
化
槽
使
用
者
は
、
使
用
開
始

後
３
カ
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
５
カ
月
の

間
に
、
県
の
指
定
し
た
検
査
機
関
の
水
質

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
検
査
は
、
水
質
な
ど
を
検

査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
主
に
、
浄
化
槽
の

設
置
工
事
な
ど
が
適
正
に
行
わ
れ
た
か
否

か
を
判
断
す
る
も
の
で
す
。

11
条
検
査　

７
条
検
査
の
ほ
か
年
１
回
、
県

の
指
定
し
た
検
査
機
関
の
定
期
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
検
査
は
、
保
守
点
検
お
よ
び
清
掃
が

適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
否
か
を
判
断
す

る
も
の
で
す
。

　

浄
化
槽
を
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

注
意
す
る
こ
と

▽
ブ
ロ
ア
ー
（
モ
ー
タ
ー
）
の
電
源
を
切
ら

な
い

　
　

浄
化
槽
に
は
空
気
を
送
り
込
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ブ
ロ
ア
ー
（
モ
ー
タ
ー
）
の

電
源
は
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
浄
化
槽
の
上
部
ま
た
は
周
辺
に
物
を
置
か

な
い

　
　

保
守
点
検
ま
た
は
清
掃
に
支
障
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
あ
る
物
を
置
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。

▽
劇
薬
を
含
む
洗
剤
は
使
用
し
な
い

　
　

便
器
掃
除
に
除
菌
効
果
の
高
い
塩
素
系

洗
剤
な
ど
の
劇
薬
成
分
を
含
む
洗
剤
を
使

う
と
、
浄
化
槽
内
の
微
生
物
が
死
ん
で
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
便
器
の
汚
れ
は
、

な
る
べ
く
早
め
に
ぬ
る
ま
湯
や
薄
い
石
鹸

液
で
お
と
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
水
洗
用
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
使
用

す
る

　
　

浄
化
槽
の
正
常
な
機
能
を
妨
げ
る
紙
オ

ム
ツ
、
衛
生
用
品
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な

ど
の
異
物
は
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

▽
台
所
か
ら
の
排
水
に
つ
い
て

　
　

油
脂
類
は
で
き
る
だ
け
浄
化
槽
に
流
入

さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
フ
ラ
イ
パ
ン
や

鍋
、
食
器
に
残
っ
た
油
は
紙
な
ど
で
拭
き

取
っ
て
か
ら
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
異
常
な
臭
気
が
感
じ
ら
れ
た
」「
モ
ー

タ
ー
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
、
異
常

や
故
障
が
発
生
し
た
場
合
に
は
直
ち
に
保
守

点
検
業
者
に
連
絡
し
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

「合併処理浄化槽への設置替え」に係る費用の一部を補助しています

単独処理浄化槽
からの場合

汲取り式便所
からの場合

５人槽 ７１２，０００円 ６３２，０００円

６～７人槽 ７９４，０００円 ７１４，０００円

８～ 10 人槽 ９２８，０００円 ８４８，０００円
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○
令
和
２
年
度
の
保
険
税
率
な
ど

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
保
険
分
・

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
・
介
護
保
険
分
の

合
計
で
年
間
の
税
額
を
決
定
し
ま
す
。

※
介
護
分
は
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
が
対

象
で
す
。

〇
保
険
料
率
の
改
正
内
容

　

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方
）
の
介
護
保
険
料
は
１
人
あ
た
り
の
平
均
保
険
料
と
な

る
「
基
準
額
」
を
も
と
に
、
前
年
の
所
得
な
ど
や
世
帯
の
状
況
に
応
じ
て
年
間
の
保
険
料
が
決

定
し
ま
す
。

　

納
入
通
知
書
な
ど
は
、
７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
保
険
税
額
が
確
定
し
ま
し
た

保
険
料
率
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

区　分 医療分 支援分 介護分

所得割
（所得に対して） 7.10% 2.50% 1.90%

均等割
（加入者１人当たり） 23,900 円 7,900 円 7,000 円

平等割
（１世帯当たり） 19,900 円 8,000 円 4,900 円

課税限度額 63万円（+2万円） 19 万円 17万円（+1万円）

令和２年度の保険税率など（= の箇所は前年度より変更あり）

軽減割合 軽減判定所得
（世帯主及び国保加入者全員の合計）

7 割 33 万円 以下の世帯

5 割 33 万円 +（28.5万円×加入者数等） 以下の世帯

2 割 33 万円 +（52万円×加入者数等） 以下の世帯

所得に応じた軽減制度（= の箇所は前年度より変更あり）

所得段階 本人 世帯 対象者 年間保険料

第 1 段階

市
　
民
　
税
　
非
　
課
　
税

市 

民 

税 

非 

課 

税

生活保護受給者、老齢福祉年金受給者
本人年金収入 + 合計所得金額が 80 万円
以下

19,080円
（基準額× 0.3）

第 2 段階

本
人
年
金
収
入+

　
　
　
　
　
合
計
所
得
金
額

80 万円超
120 万円以下

31,800円
（基準額× 0.5）

第 3 段階 120 万円超
44,520円

（基準額× 0.7）

第 4 段階

市
　
民
　
税
　
課
　
税

80 万円以下
57,240 円

（基準額× 0.9）

第 5 段階 80 万円超
63,600 円
（基準額）

第 6 段階  

市
　
民
　
税
　
課
　
税

本
　
人
　
合
　
計
　
所
　
得
　
金
　
額

120 万円未満
76,320 円

（基準額× 1.2）

第 7 段階 120 万円以上
200 万円未満

82,680 円
（基準額× 1.3）

第 8 段階 200 万円以上
300 万円未満

95,400 円
（基準額× 1.5）

第 9 段階 300 万円以上
108,120 円

（基準額× 1.7）

保険料率の改正内容（= の箇所は前年度より変更あり）

○
所
得
に
応
じ
た
軽
減
制
度

　

世
帯
主
お
よ
び
世
帯
内
の
国
保
加
入
者

全
員
の
前
年
の
合
計
所
得
が
一
定
以
下
の

場
合
に
、
均
等
割
と
平
等
割
の
軽
減
措
置

が
あ
り
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
お
よ
び
納
付
書
は
、
７
月

中
旬
に
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
い
る

世
帯
主
あ
て
に
送
付
し
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

保
険
税（
料
）の
減
免
に
つ
い
て

はい

いいえ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
一
定
程
度
収
入
が
減
少
し
た
被
保
険
者
の
保
険
税
（
料
）
に
つ
い
て
、

申
請
に
よ
り
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
保
険
税
（
料
）　

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
（
65
歳
以
上
の
方
）

◆
簡
易
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

減
免
で
き
な
い

減
免
で
き
る
（
全
額
免
除
）

減
免
で
き
る

（
対
象
額
の
全
部
か
ら
２
割
ま
で
）

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し

支
払
い
が
困
難

主
た
る
生
計
維
持
者
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
死
亡
・
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た

主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
な
ど
が
前
年
と
比
較
し
て
30
％
以
上
減
っ
た

※
生
計
が
世
帯
主
以
外
で
維
持
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
該
当
人
物
の
収
入

※
事
業
収
入
な
ど
と
は
、
事
業
収
入
・
不
動
産
収
入
・
山
林
収
入
ま
た
は
給
与
収
入
を
い
い
ま
す
。

事
業
収
入
な
ど
以
外
の
前
年
の
所
得
が
４
０
０
万
円
以
下

前
年
の
合
計
所
得
が
１
，０
０
０
万
円
以
下

※
簡
易
的
に
ま
と
め
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料

※
必
要
書
類
な
ど
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
税

務
課
課
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課
課
税
係　

☎
73

－

６
６
２
３

▽
減
免
割
合

前
年
の
合
計
所
得
／
減
免
ま
た
は

免
除
の
割
合

　

３
０
０
万
以
下
／
全
部

　

４
０
０
万
以
下
／
８
割

　

５
５
０
万
以
下
／
６
割

　

７
５
０
万
以
下
／
４
割

　

１
，０
０
０
万
以
下
／
２
割

▽
対
象
保
険
税
額

介
護
保
険
料

▽
対
象
保
険
料
額

▽
減
免
割
合

前
年
の
合
計
所
得
／
減
免
ま
た
は

免
除
の
割
合

２
０
０
万
以
下
で
あ
る
と
き
／
全
部

２
０
０
万
を
超
え
る
と
き
／
８
割

当該世帯の年間保険税（料）額
×

主たる生計維持者の減少が
見込まれる事業収入などの前年の所得

主たる生計維持者および
全被保険者の前年の合計所得

当該世帯の年間保険税額
×

主たる生計維持者の減少が
見込まれる事業収入などの前年の所得
主たる生計維持者の前年の合計所得
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HP

　

左
記
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
受
診

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、

完
全
予
約
制
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
密

集
回
避
な
ど
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
は
医
療
機
関
な
ど
で

の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
感
染
予
防
の
観
点
よ
り
検
査
着
や
タ
オ
ル

な
ど
の
貸
し
出
し
、
車
内
で
の
更
衣
は
お

断
り
い
た
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
自
宅

で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
当
日
の
体

調
や
検
温
・
問
診
に
よ
り
ご
受
診
い
た
だ

け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
上
水
道
管
が
敷
設
さ
れ
て
い
な

い
地
域
に
お
い
て
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る

た
め
、
飲
料
用
井
戸
水
の
水
質
検
査
料
に
対

す
る
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
補
助
対
象
地
域　

上
水
道
管
が
敷
設
さ
れ

て
い
な
い
地
域
（
原
則
と
し
て
左
記
の
と

お
り
）

　

串
浜
・
松
部
・
興
津
・
上
植
野
・
植
野
・

平
田
・
新
戸
・
宿
戸
・
白
木
・
白
井
久
保

・
芳
賀
・
松
野
・
中
倉
・
杉
戸
・
佐
野
・

市
野
郷
・
市
野
川
の
一
部
、
花
里

※
一
部
の
地
域
と
は
、
上
水
道
管
が
敷
設
さ
れ

て
い
る
行
政
区
に
あ
っ
て
地
形
的
な
制
約
に

よ
り
上
水
道
管
の
敷
設
が
困
難
な
地
域

▽
補
助
対
象
者　

左
記
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
し
て
い
る
方

・
補
助
対
象
地
域
に
居
住
し
、
か
つ
井
戸
な

ど
に
よ
り
飲
料
水
を
確
保
し
て
い
る
方

・
水
道
法
（
昭
和
32
年
法
律
第
１
７
７
号
）

に
基
づ
く
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
検
査
機

関
に
お
い
て
検
査
を
実
施
し
た
方
で
検
査

実
施
か
ら
一
年
以
内
の
も
の
。

・
市
税
の
滞
納
の
な
い
方

※
登
録
検
査
機
関
の
一
覧
表
は
市
役
所
市
民

課
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
も
し

く
は
、
千
葉
県
健
康
福
祉
部
薬
務
課
薬
事

審
査
指
導
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
未
普
及
地
域
水
質
検
査
料

補
助
制
度
に
つ
い
て

胃
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す

40
歳
以
上
の
方
が
対
象

対
象
者

　

40
歳
以
上
の
勝
浦
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て

い
る
男
女
（
年
齢
基
準
日
：
令
和
３
年
４

月
１
日
現
在
）

※
今
年
度
40
歳
以
上
に
な
ら
れ
る
方
と
、
昨

年
受
診
さ
れ
た
方
に
は
、
通
知
文
を
送
付

い
た
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
方
で
受
診
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
民
課
健
康
管
理
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
胃
の
自
覚
症
状
の
あ
る
方
は
、
集
団
検
診

で
は
な
く
医
療
機
関
へ
の
受
診
を
お
勧
め

し
ま
す
。

検
査
方
法

　

胃
部
Ｘ
線
間
接
撮
影
（
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る

検
査
）

負
担
金　

５
０
０
円

※
検
診
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
課
健
康
管
理
係

　
　
　
　

☎
73

－

６
６
１
４

検診日 検診会場 検診
車数 検診時間

８月　４日（火） 荒川
テニスコート ２台

８: ００～　　
　　１２: ００

６日（木） キュステ ２台

１７日（月） キュステ ２台

２０日（木） 総野集会所 １台

　９月１４日（月） 守谷青年館 ２台

日程

※検診開始時間は、当日の準備の都合により、多少
前後する可能性があります。

　

http://w
w

w
.pref.chiba.lg.jp/

　

yakum
u/inryousui/inyouido.htm

l

▽
水
質
検
査
項
目　

厚
生
労
働
省
が
定
め
る
次

の
項
目
の
水
質
検
査
を
実
施
し
た
と
き
。

　

一
般
細
菌
、
大
腸
菌
、
硝
酸
態
窒
素
お
よ

び
亜
硝
酸
態
窒
素
、
亜
硝
酸
態
窒
素
、
塩

化
物
イ
オ
ン
、
有
機
物
、
pH
値
、
味
、
臭

気
、
色
度
、
濁
度

▽
水
質
検
査
補
助　

 

【
補
助
額
】

　

検
査
機
関
で
受
け
た
水
質
検
査
費
用
の
２

分
の
１
。
た
だ
し
、
４
，６
５
０
円
を
限
度

と
す
る
。
な
お
、
上
記
水
質
検
査
項
目
に

併
せ
「
放
射
能
検
査
」
を
実
施
し
た
場
合

５
，０
０
０
円
を
限
度
と
す
る
。

※
放
射
能
検
査
の
み
の
場
合
は
補
助
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

 

【
補
助
回
数
】

　

会
計
年
度
に
つ
き
１
世
帯
１
回
。

▽
補
助
申
請
時
に
必
要
な
も
の

　

①
水
質
検
査
結
果
書
の
写
し

　

②
水
質
検
査
料
の
領
収
証
の
写
し

　

③
印
鑑

　

④
補
助
金
の
振
込
指
定
口
座
が
わ
か
る
も
の

　申
込
・
問
合
せ

　

市
民
課
健
康
管
理
係　

☎
73

－

６
６
１
４
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インフォメーションガーデン

第３日曜日 ７月１９日 8：30～12：30
※第１日曜日のみ、
　マイナンバーカードの
　交付を行っています。

第１日曜日 ８月　２日

第３日曜日 ８月１６日
 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が
　必要です。

問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ ◇当番医の紹介◇ 夜間・日曜・祝日など
　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部
　☎８０－０１１９
◇納税・納付◇
○固定資産税　　：２期　納期　７月３１日（金）
○国民健康保険税：１期　納期　７月３１日（金）
○後期高齢者　　：１期　納期　７月３１日（金）
　医療保険料
※口座振替をご利用の方は、残高の確認をお願いします。
問合せ　税務課収納係　☎７３−６６２２

　

市
で
は
市
内
で
発
生
し
た
災
害

に
よ
っ
て
被
災
し
た
※
住
家
や
住

家
以
外
の
建
物
な
ど
の
被
害
程
度

や
被
害
の
届
け
出
を
受
け
、
そ
の

事
実
を
証
明
す
る
罹
災
証
明
書
な

ど
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
証
明
書
は
、
災
害
に
よ
る

国
の
支
援
や
ご
自
身
が
加
入
し
て

い
る
保
険
会
社
へ
の
請
求
な
ど
の

た
め
に
交
付
す
る
も
の
で
す
。
つ

き
ま
し
て
は
、
証
明
書
の
種
類
が

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
提
出
先
に
確
認
の
う
え
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
住
家
と
は･･･

現
実
に
居
住
の

た
め
使
用
し
て
い
る
建
物
（
社

会
通
念
上
の
住
家
で
あ
る
か
は

問
い
ま
せ
ん
。）

　

Ａ　

罹
災
証
明
書

　
　

災
害
に
よ
る
住
家
の
被
害

程
度
を
、
内
閣
府
の
基
準
お

よ
び
指
針
な
ど
に
基
づ
き
現

地
調
査
を
行
い
、
そ
の
判
定

を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
被

災
箇
所
の
復
旧
を
終
え
た
も

の
に
つ
い
て
は
交
付
出
来
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｂ　

罹
災
届
出
証
明
書

　
　

被
災
者
か
ら
の
災
害
に
よ

る
※
住
家
の
被
害
の
届
け
出

を
受
け
、
罹
災
し
た
事
実
を

証
明
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

証
明
書
は
、
申
請
書
に
添
え

ら
れ
た
、「
罹
災
し
た
場
所

の
位
置
図
」
お
よ
び
「
被
害

の
状
況
が
判
断
で
き
る
写

真
」
に
よ
り
罹
災
の
事
実
を

確
認
し
そ
れ
を
証
明
す
る
も

の
で
、
現
地
調
査
は
実
施
い

た
し
ま
せ
ん
。

　

Ｃ　

被
災
届
出
証
明
書

　
　

被
災
者
か
ら
の
災
害
に
よ

る
非
住
家
お
よ
び
不
動
産
・

動
産
の
被
害
の
届
け
出
を
受

け
、
被
災
し
た
事
実
を
証
明

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
証
明

書
は
、
申
請
書
に
添
え
ら
れ

た
、「
被
災
し
た
場
所
の
位

置
図
」
お
よ
び
「
被
害
の
状

況
が
判
断
で
き
る
写
真
」
に

よ
り
被
災
の
事
実
を
確
認
し

そ
れ
を
証
明
す
る
も
の
で
、

現
地
調
査
は
実
施
い
た
し
ま

せ
ん
。

　

申
請
に
必
要
な
書
類

①
罹
災
証
明
書
兼
罹
災（
被
災
）

届
出
証
明
書
交
付
申
請
書（
第

１
号
様
式
）

※
勝
浦
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
様

式
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

サ
イ
ト
内
検
索
「
罹
災
」
で
検

索
し
て
く
だ
さ
い
。

②
罹
災（
被
災
）
し
た
場
所
の
位

置
図　

③
被
害
の
状
況
が
判
断
で
き
る
カ

ラ
ー
写
真
（
全
景
・
近
景
）

④
当
該
修
理
に
要
し
た
費
用
の
見

積
書
お
よ
び
領
収
書
の
写
し

（
当
該
申
請
を
す
る
前
に
修
理

な
ど
を
行
っ
た
場
合
）

⑤
車
検
証
の
写
し（
車
両
の
被
災

を
証
明
す
る
場
合
）

郵
便
に
よ
る
申
請
お
よ
び
交
付
の

場
合
は
、
次
の
書
類
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

⑥
公
的
身
分
証
明
書
の
写
し

⑦
返
信
用
封
筒（
返
信
住
所
・
氏

名
を
記
入
し
84
円
切
手
を
貼
っ

た
も
の
）

罹
災
証
明
書
に
関
す
る
相
談
は
税
務
課
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
に
伴
う

郵
送
申
請
に
つ
い
て

　

現
在
、
罹
災
証
明
書
な
ど
の
申

請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
市
役
所

税
務
課
窓
口
に
て
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
窓
口
で
の
申
請
・
交
付
で

は
災
害
発
生
時
に
不
特
定
多
数
の

被
災
者
が
集
ま
り
、
感
染
の
リ
ス

ク
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
感
染
防
止

対
策
の
た
め
郵
送
で
の
申
請
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
郵
送
先

　

〒
２
９
９

－

５
２
９
２

　

千
葉
県
勝
浦
市
新
官
１
３
４
３

番
地
の
１

　

勝
浦
市
役
所
税
務
課
資
産
税
係

あ
て

　

申
請
期
限

　
　

申
請
は
、
被
災
を
受
け
た
あ

と
速
や
か
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
被
災
か
ら
期
間
が
経
過
し

て
し
ま
い
ま
す
と
、
災
害
と
の

因
果
関
係
が
確
認
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
罹
災
証

明
書
な
ど
の
交
付
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

税
務
課
資
産
税
係

 　
　
　

 

☎
73

－

６
６
２
４
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お
知
ら
せ

　

勝
浦
市
で
は
、「
令
和
３
年
勝
浦

市
成
人
式
」
を
開
催
し
ま
す
。
出
席

を
希
望
さ
れ
る
方
は
生
涯
学
習
課
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市

内
に
住
民
登
録
が
あ
る
対
象
者
の
方

に
は
、
６
月
中
旬
に
案
内
状
を
送
付

し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

令
和
３
年
１
月
10
日
㈰

　
　
　

10
時
30
分

　
　
　
（
受
付
９
時
30
分
〜
）

会
場　

勝
浦
市
芸
術
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
（
キ
ュ
ス
テ
）

対
象
者　

平
成
12
年
４
月
２
日
〜

平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

申
込
・
問
合
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　

☎
73

−

６
６
６
５

令
和
３
年
勝
浦
市
成
人
式

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
職
員
採
用
試
験

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

の
実
施
に
つ
い
て（
ご
案
内
）

令
和
２
年
度
南
房
総
広
域

水
道
企
業
団
職
員
採
用

募
集
職
種　

機
械
職
（
初
級
）

予
定
人
数　

１
人

１
次
試
験　

９
月
20
日
㈰

試
験
会
場　

南
房
総
広
域
水
道
企
業

団
大
多
喜
浄
水
場

申
込
期
間

　

７
月
27
日
㈪
～
８
月
11
日
㈫

　
（
郵
送
の
場
合
は
８
月
11
日
㈫
消

印
有
効
）

※
詳
細
は
受
験
案
内
ま
た
は
南
房
総

広
域
水
道
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。受
験
案
内
、

試
験
申
込
書
な
ど
は
、
南
房
総
広

域
水
道
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

南
房
総
広
域
水
道

企
業
団
業
務
課
総
務
班

　

〒
２
９
８

−

０
２
２
８

　

大
多
喜
町
小
谷
松
５
０
０
番
地

　

☎
82

−

５
６
５
１

　

 

HPhttp://w
w

w
.m

-sui.jp/

　

令
和
２
年
度
危
険
物
取
扱
者
保
安

講
習
が
10
月
２
日
㈮
、
長
生
村
文
化

会
館
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を
受

け
、
危
険
物
の
取
り
扱
い
に
従
事
さ

れ
て
い
る
方
は
、
保
安
に
関
す
る
講

習
（
保
安
講
習
）
を
受
講
し
た
日
以

降
に
お
け
る
最
初
の
４
月
１
日
か
ら

３
年
以
内
に
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

受
付
期
間　

８
月
24
日
㈪
～
28
日
㈮

受
付
場
所　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
消
防
本
部
２
階
予
防

課
講
習
手
数
料　

千
葉
県
収
入
証
紙

　

４
，７
０
０
円
分

※
受
講
申
請
書
は
、
消
防
本
部
、
勝

浦
・
大
原
消
防
署
、
大
多
喜
・
御

宿
・
夷
隅
・
岬
の
各
分
署
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
80

−

０
１
３
２

　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
で
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
付
採

用
の
消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種　

消
防
職（
初
級
）

募
集
人
員　

３
人
程
度

受
験
資
格　

平
成
８
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

第
１
次
試
験
内
容

　

教
養
（
択
一
式
）
試
験
、
作
文
試

験
、
消
防
適
性
検
査

※
身
体
基
準
な
ど
の
受
験
要
件
が
あ

り
ま
す
。詳
し
く
は
、組
合
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
１
次
試
験
期
日

　

９
月
20
日
㈰

受
付
期
間　

７
月
27
日
㈪
～
８
月
11

日
㈫
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
８
時

30
分
～
17
時
15
分
）

※
郵
送
の
場
合
は
８
月
11
日
㈫
消
印

有
効

申
込
書
配
布
場
所　

同
事
務
組
合
事

務
局
お
よ
び
消
防
本
部

問
合
せ　

同
事
務
組
合
事
務
局
総
務

課
庶
務
係

　

〒
２
９
８

−

０
１
２
４

　

い
す
み
市
弥
正
88
番
地
１

　

☎
86

−

６
６
０
０

　

 

HPhttp://w
w

w.isum
i-kouiki.com

　勝浦市放課後ルームでは、一緒に働いてくださる方を募集しています。
　放課後児童健全育成事業（放課後ルーム）は、保護者が仕事などで昼間家庭にいない小学校の児童に対して、
放課後や夏休み中などの生活の場として、さまざまな活動をしています。

子どもが好きな方大歓迎
　子育て経験者やその他子どもの遊びや生活に関わる
経験者など、子どもの教育に知識経験を有する方、「子
どもが好き」、「子どもの成長に携わりたい」という気
持ちのある方、大歓迎。

勤務条件
　業務内容　放課後ルームでの保育業務全般
　勤務時間
　　平日（学校授業日）13：00 ～ 18：30
　　土曜日・学校休業日（夏休み期間含む）7：30 ～ 18：30
　休業日　日曜、祝日

放課後ルームで働いてみませんか
放課後ルーム　スタッフ募集！

手続きについて 
　放課後ルームの運営については、令和２年度
から民間事業者への委託により事業を行ってお
ります。詳細は、お問い合わせください。 

問合せ 
▽福祉課子育て支援係　☎ 73－6618
▽放課後ルーム事業受託者
　シダックス大新東ヒューマンサービス（株）
　君津営業所（江口）
　☎ 070－4510－0084
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戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ん
へ

～
令
和
２
年
度
戦
没
者
遺
児
に

よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の

参
加
者
募
集
～

　
（
一
財
）
日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先
の

大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く
し
た
戦
没
者

の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
な
ど
の

戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追

悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住

民
と
友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
16
地
域
お
よ
び

３
地
域
（
特
定
地
域
）
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
関
係
遺
児
の
方
々
の
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま

す
。

参
加
資
格

 

・
戦
没
者
の
遺
児
（
遺
児
以
外
の
方

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。）

 

・
今
回
実
施
す
る
地
域
（
実
施
地
域

周
辺
の
公
海
上
に
て
戦
没
さ
れ
た

方
も
含
む
）
以
外
の
方
は
参
加
で

き
ま
せ
ん
。 

参
加
費 

10
万
円 

※
集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通
費
、

帰
国
時
宿
泊
代
、
渡
航
手
続
手
数

料
な
ど
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。

※
参
加
費
は
、
燃
料
費
の
高
騰
、
円

安
な
ど
諸
般
の
事
業
に
よ
り
値
上

げ
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

実
施
地
域 

▽
広
域
地
域

　

旧
ソ
連
、
旧
満
州
、
西
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半

島
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ
オ
諸

島
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ

ン（
１
次
）、マ
リ
ア
ナ
諸
島
、ミ
ャ

ン
マ
ー
・
タ
イ
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
台
湾
・

バ
シ
ー
海
峡
、マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
（
２
次
）、
中
国

▽
特
定
地
域

　

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
中
止
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

▽
日
程
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

　
（
一
財
）
日
本
遺
族
会

　

☎
03

−

３
２
６
１

−

５
５
２
１

▽
申
し
込
み
に
つ
い
て

　
（
一
般
）
千
葉
県
遺
族
会

　

☎
０
４
３

−

２
５
１

−

３
３
５
８

日
時　

９
月
23
日
㈬　

10
時
～
15
時

※
完
全
予
約
制
、
先
着
15
人

場
所　

市
役
所
４
階　

大
会
議
室

予
約
受
付
期
間

　

８
月
14
日
㈮
～
９
月
８
日
㈫

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
４
３

−

２
４
２

−

６
３
２
４

（
９
時
～
17
時
）

年
金
出
張
相
談
会（
９
月
）

※
予
約
の
際
に
相
談
希
望
者
お
よ
び

配
偶
者
の
「
氏
名
（
旧
姓
）」・「
生

年
月
日
」・「
住
所
」・「
基
礎
年
金

番
号
」・「
相
談
の
内
容
」・「
電
話

番
号
」
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

　
「
厚
生
年
金
の
各
種
請
求
」、「
年

金
の
受
給
（
見
込
）
額
」、「
年
金

の
加
入
記
録
の
確
認
」
な
ど
年
金

の
給
付
に
関
す
る
こ
と
。

問
合
せ

　

千
葉
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

☎
０
４
３

−

２
４
２

−

６
３
２
０

第
15
回
夏
休
み
エ
コ
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　

夏
休
み
エ
コ
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
運

営
事
務
局
で
は
、「
未
来
の
ご
み
箱
」

を
テ
ー
マ
に
、
千
葉
県
の
豊
か
な
自

然
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
「
ど
の
よ

う
な
ご
み
箱
が
あ
っ
た
ら
よ
い
か
」

「
ご
み
箱
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」

な
ど
自
由
に
描
い
た
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格　

県
内
の
学
校
に
通
う
小

学
１
年
生
～
６
年
生

応
募
規
格　

八
つ
切
り
画
用
紙

　
（
縦
横
自
由
、
一
人
一
作
品
の
み
）

受
付
期
限　

９
月
17
日
㈭
必
着

※
詳
細
は
公
式
Ｈ
Ｐ（w

w
w

.arax-g.
jp

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

夏
休
み
エ
コ
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
運
営
事
務
局

　

☎
０
４
３

−

２
４
２

−

６
８
１
０

第
10
回

房
総
の
児
童
・
生
徒
選
抜

１
０
０
人
書
道
展

　

辻
元
大
雲
先
生
（（
公
社
）
全
日

本
書
道
連
盟
常
務
理
事
）
を
審
査
員

に
お
招
き
し
、第
10
回
房
総
の
児
童
・

生
徒
選
抜
１
０
０
人
書
道
展
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
書
道
展
に
出
品
す

る
作
品
も
募
集
し
ま
す
の
で
、
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

　
　
　

９
時
～
17
時
ま
で

　
　
　
（
８
日
は
15
時
ま
で
）

場
所　

館
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
１
階　

展
示
ホ
ー
ル

応
募
資
格

　

小
学
・
中
学
・
高
校
生

応
募
期
間

　

９
月
１
日
㈫
～
７
日
㈪
（
必
着
）

※
ひ
と
り
１
点
か
ら
で
も
応
募
可
能

※
出
品
料
は
無
料
（
た
だ
し
、

１
０
０
人
に
選
抜
さ
れ
た
場
合

は
、
作
品
表
装
料
６
，０
０
０
円

を
自
己
負
担
）

問
合
せ　

古
郷
書
法
院

　
　
　
　

☎
76

−

０
９
５
２
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場
所　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

（
富
里
市
御
料
７
０
９

－

１
）

【
犬
の
し
つ
け
方
教
室
】

▽
基
礎
講
座（
※
飼
い
犬
同
伴
不
可
）

日
時　

８
月
６
日
㈭　

10
時
～
12
時

受
付　

９
時
30
分
～
10
時

費
用　

無
料

定
員　

先
着
20
組
（
予
約
制
）

▽
実
技
講
座
（
※
基
礎
講
座
の
受
講

が
必
要
。
飼
い
犬
同
伴
。（
公
財
）

千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会
が
開

催
）

日
時　

８
月
６
日
㈭　

13
時
～
15
時

受
付　

12
時
30
分
～
13
時

費
用　

３
，０
０
０
円
（
消
費
税
別
）

定
員　

３
組
以
上
10
組
（
予
約
制
）

☎
０
４
３

－

２
１
４

－

７
８
１
４

【
一
般
譲
渡
会
（
成
犬
・
成
猫
）】

日
時　

８
月
13
日
㈭　

　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

受
付　

９
時
～
９
時
30
分

費
用　

無
料
（
予
約
不
要
）

※
譲
渡
条
件
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
事
前
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
受
付
時
間
に
遅
れ
る
と

参
加
で
き
ま
せ
ん
。

【
犬
と
猫
と
の
出
会
い
の
場
（
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
）】

　

県
民
の
方
で
犬
猫
の
新
し
い
飼
い

主
を
探
し
て
い
る
か
た
と
の
出
会
い

の
場
で
す
。
詳
細
を
よ
く
読
み
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
マ
ッ
チ
ン
グ
は
両
者
間
で
メ
ー
ル

動
物
愛
護
事
業（
８
月
）

で
調
整
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 HPhttps://w
w

w
.pref.chiba.lg.jp/

aigo/dogcat-m
eeting.htm

l

問
合
せ　

　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
７
６

－

93

－

５
７
１
１

（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
た

め
、
開
催
を
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

HPhttps://w
w

w
.pref.chiba.lg.jp/

aigo/

令
和
３
年
度
「
千
葉
県
環
境

月
間
」
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

　

千
葉
県
で
は
、
県
民
の
環
境
保
全

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
知
識
の
普

及
を
図
る
た
め
、
６
月
を
「
千
葉
県

環
境
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
令

和
３
年
度
「
千
葉
県
環
境
月
間
」
に

向
け
た
環
境
保
全
に
関
す
る
「
ポ
ス

タ
ー
」を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容　

環
境
保
全
意
識
の
高
揚

に
役
立
つ
、
次
の
テ
ー
マ
の
い
ず

れ
か
を
満
た
す
作
品
。

▽
地
球
温
暖
化
防
止

▽
３
Ｒ
（
食
品
ロ
ス
の
削
減
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
な
ど
）

▽
自
然
環
境
の
保
全
（
生
物
多
様
性

の
保
全
、
野
生
生
物
の
保
護
、
河

川
・
海
岸
の
美
化
な
ど
）

▽
生
活
環
境
の
保
全
（
家
庭
雑
排
水

な
ど
に
よ
る
河
川
・
湖
沼
・
海
の

汚
濁
防
止
、
大
気
環
境
の
美
化
、

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
・
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
な
ど
）

▽
そ
の
ほ
か
環
境
保
全
に
関
す
る

内
容

応
募
資
格　

①
県
内
に
居
住
ま
た
は
通
学
す
る
小

学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
（
必
ず

学
校
単
位
で
応
募
）。

②
県
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る
大

学
生
、
短
大
生
、
専
門
学
校
生
。

③
県
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る
一

般
の
方
（
未
就
学
児
を
除
く
）。

④
応
募
作
品
は
１
人
１
作
品
と
し
、

未
発
表
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

応
募
締
切　

10
月
29
日
㈭

※
当
日
の
消
印
有
効

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

HPhttps://w
w

w
.pref.chiba.lg.jp/

shigen/gekkan.htm
l

送
付
先　

〒
２
６
０

－

８
６
６
７　

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
１

－

１

問
合
せ　

千
葉
県
環
境
生
活
部
循
環

型
社
会
推
進
課
環
境
保
全
活
動
推

進
班

　

☎
０
４
３

－

２
２
３

－

２
７
６
０

Fax
０
４
３

－

２
２
１

－

３
９
７
０

 「
か
む
子
・
の
び
る
子
・

元
気
な
子
」
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
募
集

テ
ー
マ　

～
健
康
か
み
か
み
弁
当
～

　

千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会
で
は
、
幼

児
期
か
ら
の
規
則
正
し
い
食
生
活

と
丈
夫
な
歯
で
ゆ
っ
く
り
か
む
こ

と
へ
の
習
慣
づ
く
り
を
奨
め
る
た

め
、「
か
む
子
・
の
び
る
子
・
元

気
な
子
」
～
健
康
か
み
か
み
弁
当

の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
応
募
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格　

千
葉
県
内
に
在
勤
・
在

住
・
在
学
さ
れ
て
い
る
方
で
、
書

類
選
考
が
通
過
し
た
場
合
、
コ
ン

ク
ー
ル
当
日
（
11
月
22
日
㈰
）
に

実
際
に
調
理
し
た
弁
当
を
持
参
で

き
る
方　
　
　
　
　

応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
に
献

立
（
２
人
分
）
を
記
入
の
上
、
写

真
・
返
信
用
封
筒
（
切
手
貼
付
け

宛
先
記
入
）
を
同
封
し
左
記
へ
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
一
社
）
千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会

　

〒
２
６
１

－

０
０
０
２　

千
葉
市

美
浜
区
新
港
32

－

17　

千
葉
県
口

腔
保
健
セ
ン
タ
ー
内

応
募
期
限　

　

９
月
11
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

詳
細
は
千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会　

HP http://w
w

w
.chiba-dha.net

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会　

 

☎
０
４
３

－

２
４
１

－

９
９
０
３

14KATSUURA 2020.7.17



刑法犯認知件数【少ない順】〔５月〕　

５月末も県内 37 市中、第１位でした！
※道路交通法、覚せい剤取締法などの特別法犯を除く

順位 市 累計 前年比
１ 勝浦市 36 − 3 件
２ 南房総市 58 + 8 件
３ 鴨川市 64 + 4 件

ご み 処理状況〔５月〕　(   ) 内は前年同月比

■ ５ 月 分 処 理 量： 
令和２年度累計  

429.390t(36.00% 減 )
1.086.893t

（内訳）○可燃ごみ：
○資源ごみ：

328.94t（41.87% 減）
100.45t（4.31% 減）

市民のうごき〔６月末現在〕
( 　) 内は前月比
■人口
　○男
　○女

１７，０２０
８，５８８
８，４３２

人（２３減）
人（　９減）
人（１４減）

　　転　　入：
　　転　　出：
　　出　　生：
　　死　　亡：
　　職権消除：
　　国外移住：
　　そ  の  他：

２７
２９

４
２２

１
２
０

人
人
人
人
人
人
人

■８，６３４世帯 （５減）

交通事故件数〔６月〕
勝浦警察署　☎７３−０１１０

交通事故　２９件
○人身事故…
　　死者数：
　　傷者数：
○物損事故…

２件
０人
２人

２７件

消防署の出動〔６月〕
勝浦消防署　☎８０－０１３４
(　 ) 内は消防団の出動
■火災：　　１件（１）
■救急：　７７件

件
名
／
場
所
／
期
間

落
札
業
者
名
／
契
約
金
額

▽
排
水
整
備
工
事（
川
津
萬
名
浦
線
）

　

川
津
地
内

　

６
／
５
～
８
／
20

　

㈱
佐
久
間
工
業

　

１
，
９
４
７
，
０
０
０
円

▽
転
落
防
止
柵
設
置
工
事
（
勝
浦
部

原
線
）

　

沢
倉
地
内

　

６
／
５
～
８
／
17

　

㈱
石
兼
組

　

５
３
９
，
０
０
０
円

▽
舗
装
修
繕
工
事
（
白
井
久
保
台
芝

田
線
）

　

白
井
久
保
地
内

　

６
／
５
～
９
／
１

　

佐
久
間
建
設
㈱

　

３
，
５
２
０
，
０
０
０
円

▽
鵜
原
理
想
郷　

手
す
り
設
置
工
事

（
鵜
原
理
想
郷
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
）

　

鵜
原
地
内

　

６
／
５
～
８
／
18

　

㈱
大
森
組

　

６
３
８
，
０
０
０
円

▽
地
域
防
災
計
画
修
正
及
び
国
土
強

靭
化
地
域
計
画
策
定
業
務
委
託

　

勝
浦
市
役
所

　

６
／
５
～
Ｒ
３
／
３
／
26

　

ア
ジ
ア
航
測
㈱　

千
葉
支
店

　

９
，
９
０
０
，
０
０
０
円

▽
市
道
草
刈
業
務
委
託
（
勝
浦
荒
川

線　

外
２
路
線
）

入
札
結
果
の
公
表

海
の
博
物
館

令
和
２
年
度
収
蔵
資
料
展

 「
大
収
蔵
資
料
展

海
博
・
お
宝
大
集
合
！
」

　

昨
年
３
月
に
開
館
20
周
年
を
迎
え

た
海
の
博
物
館
。
こ
れ
ま
で
の
20
年

間
の
活
動
の
成
果
と
し
て
収
集
・
保

存
さ
れ
た
海
の
生
き
も
の
に
関
す
る

資
料
（
＝
海
博
の
お
宝
）
の
数
々
を
、

特
に
話
題
性
の
高
い
も
の
や
貴
重
な

も
の
な
ど
を
中
心
に
一
挙
大
公
開
し

ま
す
！

期
間　

　

７
月
18
日
㈯
～
９
月
27
日
㈰

※
会
期
中
の
休
館
日
は
７
月
20
日

㈪
、
９
月
７
日
㈪
、
９
月
14
日
㈪
、

９
月
23
日
㈬

※
８
月
無
休

会
場
・
問
合
せ　

県
立
中
央
博
物
館

分
館 

海
の
博
物
館

　

☎
76

－

１
１
３
３

第
15
回
「
み
ど
り
香
る

ま
ち
づ
く
り
」
企
画
コ

ン
テ
ス
ト
の
募
集

　

住
み
よ
い
か
お
り
環
境
を
創
出
し

よ
う
と
す
る
地
域
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る
た
め
、
か
お
り
の
樹
木
・
草

花
な
ど
を
用
い
た
、
街
区
・
近
郊
地

区
な
ど
の
「
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
演
出
す
る
企
画
を
募
集

し
ま
す
。
環
境
大
臣
賞
に
は
50
～

１
０
０
万
円
相
当
の
苗
木
な
ど
を
副

賞
と
し
て
提
供
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
要
件

①
か
お
り
の
樹
木
・
草
花
な
ど
（
原

則
と
し
て
総
計
30
本
以
上
）
を
使

用
す
る
企
画
。

②
今
後
実
施
を
想
定
し
て
お
り
、
植

栽
場
所
を
確
保
し
て
い
る
企
画

（
す
で
に
実
施
し
て
い
る
事
業
に

つ
い
て
は
、
植
え
替
え
や
拡
大
な

ど
を
想
定
し
て
い
る
事
業
で
あ
る

こ
と
）。

応
募
主
体　

地
方
公
共
団
体
、
民
間

企
業
、
学
校
法
人
、
商
店
会
、
町

内
会
な
ど
の
住
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
福
祉
な
ど
の
各
種
団
体
な
ど

応
募
期
限　

９
月
18
日
㈮
ま
で

　

詳
し
く
は
、
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
第
15
回
「
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ

く
り
」
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施

に
つ
い
て
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

HPhttp://w
w

w
.env.go.jp/

press/108013.htm
l

　

串
浜
地
内　

外

　

６
／
５
～
８
／
31

　

佐
久
間
建
設
㈱

　

３
，
９
３
８
，
０
０
０
円

▽
市
道
草
刈
業
務
委
託
（
大
沢
台
宿

線　

外
３
路
線
）

　

浜
行
川
地
内　

外

　

６
／
５
～
８
／
31

　

㈱
伊
藤
工
務
所

　

３
，
９
３
８
，
０
０
０
円

▽
市
道
草
刈
業
務
委
託
（
松
野
中
倉

市
野
川
線　

外
２
路
線
）

　

松
野
地
内　

外

　

６
／
５
～
８
／
31

　

㈱
磯
本

　

３
，
５
２
０
，
０
０
０
円

▽
防
草
シ
ー
ト
等

　

勝
浦
市
役
所

　

６
／
５
～
７
／
15

　

㈱
八
幡
商
事

　

７
９
７
，
７
２
０
円

▽
勝
浦
東
部
漁
港
海
岸
保
全
施
設
高

潮
対
策
工
事
設
計
業
務
委
託
（
勝

浦
東
部
漁
港
海
岸
（
部
原
台
地

区
））

　

部
原
地
先

　

６
／
５
～
12
／
18

　

㈱
エ
ー
ス　

千
葉
営
業
所

　

４
，
６
２
０
，
０
０
０
円

問
合
せ　

財
政
課
契
約
検
査
係

　
　
　
　

☎
73

－

６
６
４
９

東京湾では 135 年ぶりに確認されたムギワラエビ
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市
俳
句
会

茄
子
苗
は
伸
び
る
伸
び
る
よ
花
つ
け
て

田
畑
祥
泉

鴎
よ
り
白
き
灯
台
夏
に
入
る

酒
井
良
司

嫁
ぎ
た
る
娘
は
母
に
花
は
葉
に

田
中
一
生

芭
蕉
ら
も
食は

み

し
か
奥
の
柏
餅

　
　
　
　
北
条
杜
岡

夏
衣
よ
う
や
く
子
等
は
学
校
に

　
　
　
関
野
汀
華

柿
若
葉
日
増
し
に
色
を
深
め
け
り

　
　
藤
井
和
子

日
照
り
梅
雨
も
う
じ
き
無
人
に
な
る
駅
舎

　
　
田
邊
観
潮

俳
句
（
一
般
）

梅
雨
晴
れ
や
箒
目
の
ご
と
雲
浮
い
て

江
澤
茂
子

雲
湧
い
て
日
光
き
す
げ
霧
ヶ
峰

篠
原
一
代

手
の
ひ
ら
に
ヌ
ル
り
と
重
き
金
魚
の
死

野
村
育
男

市
短
歌
会

旅
で
見
し
朝
焼
け
の
ご
と
空
高
く

　
今
日
は
手
紙
を
二
通
書
き
た
し

那
須
真
治

「
新
た
な
日
常
」
な
る
も
変
ら
ず
に

　
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
き
ク
レ
ー
プ
を
焼
く

大
槻
晏
子

も
み
じ
の
葉
そ
よ
風
に
揺
れ
ゆ
ら
ゆ
ら
と

　
姿
見
せ
ず
に
鳴
く
う
ぐ
い
す
の
声

藤
江
あ
け
み

浜
一
面
は
ま
ひ
る
が
お
の
淡
き
紅

　
コ
ロ
ナ
の
喧
騒
こ
こ
に
は
あ
ら
ず

遠
藤
久
子

咲
き
さ
か
る
藤
の
絵
葉
書
届
き
た
り

　
籠
も
り
て
過
ご
す
雨
の
一
日
に

黒
沼
令
子

五
百
本
か
紅
す
か
し
百
合
咲
き
初
む
る

　
花
に
呼
ば
る
る
人
も
呼
ば
る
る

渡
辺
洋
子

五
月
雨
の
そ
ぼ
降
り
止
ま
ぬ
夜
の
更
け
て

　
打
つ
雨
垂
れ
に
リ
ズ
ム
覚
え
る

松
村
憲
子

朝
な
夕
な
な
が
め
て
嬉
し
庭
畑
の

　
今
朝
も
き
ゅ
う
り
を
三
本
も
ぎ
ぬ

小
沢
き
み
枝

た
れ
ひ
と
り
マ
ス
ク
つ
け
な
い
夢
覚
め
し

　
見
知
ら
ぬ
顔
も
わ
ら
っ
て
い
た
夢

吉
野
佳
世
子

皐
月
咲
く
色
と
り
ど
り
に
咲
き
ほ
こ
り

　
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
初
夏
の
一
時

佐
藤
歌
子

葱
の
花
ま
ど
か
に
白
く
咲
き
な
ら
び

　
暗
み
ゆ
く
畑
老
い
て
さ
み
し
む

里
見
絹
枝

父
の
背
に
ほ
た
る
を
追
い
し
川
原
辺
は

　
護
岸
工
事
の
成
り
て
切
り
立
つ

鈴
木
芳
子

縁ゆ
か
りな

き
人
巡
り
逢
い
老
い
と
事
故

　
語
り
合
い
い
る
海
見
え
る
病へ

や室

海
老
根
し
げ

短
歌
（
一
般
）

給
付
金
得
て
も
変
ら
ぬ
朝
の
膳

　
若
布
汁
の
飯い

い

は
う
ま
し
も

梅
園
妙
子

く
ち
な
し
の
花
よ
り
白
き
マ
ス
ク
し
て

　
再
会
の
友
目
元
ほ
ほ
笑
む

岡
村
朋
子

コ
ロ
ナ
禍
で
手
ば
な
せ
な
い
衣

き
ぬ
か
ず
き
被

　
緑
滴
る
季
節
で
も
尚

田
仲
久
子

野
原
に
て
実
る
茶
豆
を
つ
い
ば
む
は

　
鳩
の
空
腹
思
う
夕
暮
れ

鎗
田
幸
雄

勁
草
の
中
に
育
ち
し
幼
木
も

　
い
つ
し
か
朽
ち
て
行
く
も
萎
ら
し

福
山
富
二

※
お
願
い

　

誤
植
を
避
け
る
た
め
、
投
稿
に
際
し
て
は
、「
楷
書
」
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

８
月
21
日
号
は
７
月
31
日
ま
で
に
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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あなたのお店を宣伝してみませんか？

勝浦市公式ホームページ
バナー広告募集

掲載料　市内の方　　６，０００円（１ヵ月）
　　　　市外の方　１０，０００円（１ヵ月）
問合せ　総務課秘書広報係　☎７３－６６５７

広
告
枠
は
こ
ち
ら



Katsuura Topics Katsuura 
Topics

花﨑代表理事組合長（左）より手渡される実際のスマホ画面で操作方法を説明

集会所までコードリールを伸ばす

無事通電を確認

　防災行政無線で放送する内容を配信する、スマー
トフォン向け防災アプリ「かつうらメイト」の説明
会を６月１日から２９日にかけて計８回行いまし
た。自主防災会向けに行われた今回の説明会では、地
域単位での独自配信の方法などを紹介。参加された
方の反応も上々といった様子でした。
　「かつうらメイト」は文字と音声で防災行政無線の
内容を伝えるため、聞き逃す心配もありません。便利
なこのアプリをぜひあなたのスマートフォンに入れ
てあげてください。もちろん、登録は無料です。

　６月28日、市野川区の自主防災会が、災害時の長
期停電時に備え、太陽光発電所から区の集会所まで
電力を確保し活用する訓練を行いました。
　昨年の台風15号で長期停電した際、市野川地区の
太陽光発電会社「ワイアンドエフ」が、区民に携帯電
話の充電場所として電源を提供しましたが、停電の
ため周知の方法が限られており利用者は少ない状況
でした。そこで、市野川自主防災会は、この電力を多
くの区民に提供するには、集会所まで電力を供給す
る必要があると考え、同社も災害時の電力供給を快
諾し、今回の訓練が実現しました。
　訓練に先立って、同社社長の岩瀬冨久子さんから
区長で自主防災会会長の岩瀬安利さんへ、電力供給
に必要となる発電機、昇圧機、蓄電池、コードリール
が寄付されました。訓練では、太陽光発電施設をメン
テナンスする会社「環境工学」の技術指導の下、集会
所と400ｍ程離れた太陽光発電施設をコードで繋
ぎ、集会所内で携帯電話、テレビなどが利用できるか
の確認を行いました。無事に通電が確認されると参
加者は安どの表情を浮かべていました。

　６月１７日、JAいすみ（花﨑隆代表理事組合長）
より、子どもたちが農業への理解を深めるきっかけ
となることを目的とした補助教材本「農業とわたし
たちのくらし」が贈呈され、市内の小学校に配布し
ました。教材本は、農産物の産地や生産方法、流通の
様子が多くの写真やイラストとともに紹介されてお
り、とてもわかりやすく学べる内容となっています。

自主防災会にアプリ説明会
「かつうらメイト」入れないと

市野川区自主防災会で実証訓練
太陽光発電施設から電力を確保

農業をもっと身近に
「農業とわたしたちのくらし」

贈呈式
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介護に関する情報を
わかりやすくシリーズで
お伝えします！

地域地域地域地域
～介護予防のまちづくり～ 通信通信通信通信

『
広
報
か
つ
う
ら
』
次
号
は
8
月
7
日（
金
）発
行
で
す
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介護用おむつの交換方法

おむつ交換時に用意するもの

おむつ交換の方法

交換時の衛生管理 使用済みおむつの捨て方
陰部洗浄用ボトルの作り方

　『おむつ交換は大変』というイメージを持たれる方はいませんか？今回は、テープ式おむつ交換の
仕方をご紹介します。正しい方法で行えば、介護者や高齢者ご本人の身体に負担をかけずに簡単にで
きます。

おむつ、尿取りパッド（必要時）、　陰部洗浄用シャワーボトル（下記に作り方を紹介しています）
おしりふきなど、　使い捨て手袋、　タオル、新聞紙２枚、　ポリ袋１枚

①尿取りパッドを使用する場合はおむつのギャザーの内側にセットします。
②本人に腕を組んでもらいます。
③介護者は汚れたおむつのテープを外します。
④汚れた部分はシャワーボトルを使用して洗浄します。
⑤本人の両ひざを曲げ、身体を横向きにします。
⑥古いおむつを半分ほど丸め、新しいおむつを身体の下に入れます。
⑦本人の身体を反対向きにして、古いおむつを取り出して捨てます。
⑧本人を仰向けに戻し、足を少し開いておむつを前に引き上げます。パッドがずれないようにテープで
止めます。
注）本人はおむつをあてている人をさします。
※おむつ交換の際は、腰のあたりをバスタオルで覆うなどの配慮ができるとよいでしょう。
　介護用ベッドを利用中の場合は、ベッドの高さを介助者が作業しやすい高さに調節すると腰への負担
が軽くなります。

　便はトイレに流しましょ
う。使用済みおむつは丸めて
新聞紙でくるむと消臭効果が
期待できます。
　さらにポリ袋に入れて密閉
するとよいでしょう。ゴミ袋
に入れる際には詰め込みすぎ
ないように注意し、破裂しな
いようにしましょう。

①ペットボト
ルのふたに
キリで数カ
所シャワー
の穴をあけ
ます。

ビニール
手袋

エプロン

マスク
②ぬるま湯を
入れ、ふた
を閉めれば
完成！

　排泄物にはさまざまな菌が
含まれています。新型コロナ
ウイルスなどの感染症を予防
するために、手袋を着用する
ようにしましょう。使用後の
手袋は汚れた面が内側になる
ように取り外します。

※イラストの入った詳細版がほしい方は地域包括支援センターまでご連絡ください。

問い合わせ先　勝浦市地域包括支援センター　☎︎７３－６６１５
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